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【安全情報６月分】当地報道より、殺人、強盗事件や自然災害など、６月に報じられた皆

様の安全に係わる情報の概要をお知らせしています。 

 

●サンホセ県 

「７０キロのコカイン押収」（麻薬関連事件） 

 ６月１日午後、サンホセ市パセオコロン付近で、治安警察と米国麻薬取締局（DEA）の共同捜査でコロンビア人

２名とベネズエラ人１名が逮捕された。押収した車両からはコカイン７０キロと拳銃２丁が発見された。 

 

「中古車販売店店主、射殺される」（殺人事件） 

 ６月２日午後３時半、デサンパラドス市サンラファエルの中古車販売店内にいた店主が、バイクに乗った男２人

組に銃で撃たれ殺された。犯人の二人組は逃走し、警察は跡を追ったが逃げ切られたという。 

 

「サンホセ市内で男性射殺される」（殺人事件） 

 ６月６日午後８時、サンホセ市ラカルピオで、道を歩いていた男性が複数の男から銃で撃たれ殺された。 

 

「大量の銃と麻薬押収」（麻薬関連事件） 

 ６月１１日、司法警察（OIJ）が捜査中の麻薬組織メンバーの２名が、サンホセ市平和公園付近でマリファナ２５０

包を載せて車を運転していたところを逮捕され、マリファナが押収された。また、この組織が所有する武器保管庫

が、アラフエラ市グアシマで発見され、中から大量の武器が発見された。これほどの大量の銃が押収されたのは

初めてだという。さらにこの武器保管庫からは、コカイン２５３包、マリファナ７５５包も発見された。 

 

「３１歳男性、射殺される」（殺人事件） 

 ６月１１日午後１１時１５分、サンホセ市セントロで３１歳の路上生活者が走行中の車から銃で撃たれ、死亡した。 

 

「ピンクコカインの密売グループの摘発」（麻薬関連事件） 

 ６月２４日、デサンパラドス市、ティバス市、サンホセ市サポテの計５カ所で家宅捜索が行われ、ピンクコカインと

呼ばれる化学合成麻薬を密売していたグループが摘発された。麻薬はケタミン、MDMA、コカインと香料、着色料

を混ぜて作られており、１０，０００～１５，０００コロンで販売されていた。 

 

「公園で男性、刺殺される」（殺人事件） 

 ６月２９日午後４時１５分、ペレセレドン市サンイシドロの公園で、男同士が喧嘩になり５２歳男性が喧嘩相手を刃

物で刺し、殺害した。 

 

●リモン県 

「未成年男性の喧嘩で刺される」（傷害事件） 

 ６月６日夜、ポコシ市で、１７歳の男同士が口論になり、殴り合いの喧嘩となった。成人女が仲裁に入ったが、片

方の男が刃物を出して喧嘩相手の胸部を刺し、被害者は重体となった。 

 

大使館からのお知らせ 



「コンテナ内から３トンのコカイン発見」（麻薬関連事件） 

 ６月９日午後、リモン市 APM ターミナル港で、２台のコンテナから３トン以上のコカインが発見された。コンテナ内

には青果が入っており、ベルギーに送られる予定だったという。 

 

「コカイン密輸グループの摘発」（麻薬関連事件） 

 ６月１１日、全国２０カ所で家宅捜索が行われ、ヨーロッパに送られるコンテナにコカインを隠して密輸していた２

つの組織のメンバー１２名が逮捕された。これは、ユーロポール、スペイン、ポルトガル、英国警察との共同捜査で

あり、ヨーロッパでも２５名が逮捕された。この組織は、約５，４００キロのコカインを密輸しようとしたが、コスタリカで

６回、ヨーロッパで１９回も麻薬が押収されていたという。 

 

「コンテナ内から３３キロのコカイン発見」（麻薬関連事件） 

 ６月２１日、リモン市モイン港で、ベルギーに送られる予定のコンテナ内から３３キロのコカインが発見され、押収

された。 

 

「１９歳男性、射殺される」（殺人事件） 

 ６月３０日夜、リモン市で１９歳男が複数の男から銃で撃たれ殺された。被害者は U-２０のコスタリカ代表のサッ

カー選手だった。 

 

●プンタレナス県 

「１８歳男性、射殺される」（殺人事件） 

 ６月５日午後１１時４５分、プンタレナス市バランカで、自宅へ帰宅途中の１８歳男性が、バイクに乗った男二人組

に銃で撃たれ殺された。被害者は、昨年麻薬所持、DV等の容疑で４回も逮捕されていたという。 

 

「ゴルフィートの住宅に覆面強盗」（強盗事件） 

 ６月５日、オサ市シエルペの川の峡谷で、国境警察が巡回パトロール中、エンジンが外されたボートを発見し、

その付近にあった小屋から麻薬が入った袋を押収した。袋には麻薬約１．２トンが入っていたが逮捕者や麻薬の

種類などは公表されていない。 

 

「３０歳男性、射殺される」（殺人事件） 

 ６月９日朝、プンタレナス市バランカで、３０歳男性が銃で撃たれ殺された。被害者は恋人女性宅前で話してい

たところ、覆面の男が近づいてきて、発砲後に逃走した。被害者は少なくとも銃で１５発撃たれたという。 

 

「ケポスで男性３名が射殺される」（殺人事件） 

 ６月１４日午前３時、ケポス市の住宅に４人組の犯人グループが押し入り、２０歳男性が銃で撃たれ殺された。そ

の後、犯人グループは５００メートル離れた別の住宅にも押し入り、５６歳男性と２０代男性も銃で撃たれ殺された。 

 

●カルタゴ県 

「１６歳男性、刺殺される」（殺人事件） 

 ６月１日午後９時、トゥリアルバ市の広場で、１６歳男性が別の男に刃物で刺され、翌朝死亡した。２人は知り合

いだったという。 

 

「２５歳男性、射殺される」（殺人事件） 

 ６月８日午前０時、ラウニオン市コンセプシオンの住宅で、２５歳男性の遺体が発見された。犯人が被害者宅に

押し入り、銃で殺したものとみられている。 

 

●グアナカステ県 

「３４歳男性、ニカラグア人男性、射殺される」（殺人事件） 

 ６月４日午後７時１２分、ラクルス市の改装中の住宅で、３４歳男性とニカラグア人男性が、銃で撃たれ殺された。

犯人が乗り捨てたとみられるバイクが現場付近で炎上しているのが発見された。 

 



以上 

 

 

 ◆ 大使館では皆さまからの情報提供をお待ちしています。◆ 
ＴＥＬ：（５０６）２２３２－１２５５ 
ＦＡＸ：（５０６）２２３１－３１４０ 

E-mail：japon-consulado@sj.mofa.go.jp（大使館領事班） 
または jun.sakurai@mofa.go.jp（櫻井）まで 


